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AMS14C ages of the Pleistocene-Holocene incised-valley fills in the Tokyo Lowland,
central Japan
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　東京都は，日本の首都として最大の人口密集地であり，その地下地質の研究は古くから行われてきた．東京

都地盤図では沖積層を上部と下部に２分し，それぞれ有楽町層・七号地層と命名した．下部の七号地層は河川性の

礫層・砂層からなり，上部の有楽町層は下部が内湾性の泥層，上部が砂層からなる．

　関東平野では多数のボーリング調査が実施されているがほとんどが建築許可申請などのための貫入試験であ

り，深いものでもいわゆる七号地層の基底の礫層を貫くものは少ない．この地域の沖積層を貫くボーリングとして

は，東京都の地盤沈下対策等のための地質調査ボーリングに頼るしかない．

　これまでの調査結果から，東京港から中川沿いの段丘面を削る沖積層基底にに埋没谷があることが知られて

いる．この地域での 14C 年代は江東区や三郷などで測定されている．しかし，いずれも精度が悪く，堆積速度の見

積もりも十分ではなかった．

　今回，東京都土木研究所より，地盤沈下対策のためのボーリングコアの再検討を行った．同時に，江東区小

松川及び埼玉県草加市において実施したボーリング調査とあわせ岩相・層序の観察を行った．この際，約 100 に及

ぶ AMS14C 年代の測定を行った．その結果，従来とは異なる結果が得られた．

　従来の結果は，東京都江東区大島や埼玉県三郷では，約 8000 年前まで比較的急速に堆積が進み，5000 年前ま

では比較的安定しており，その後急速に粘土層が堆積している．また，江東区枝川では，粘土層の堆積は 8000-12000

年前で急速に堆積したことになっている．

　今回，東京都土木研究所（臨海地区）のボーリング資料から約 20 件の AMS14C 年代を測定した．その結果，

9000 年前までは急速に砂層が堆積しているが，その後の粘土層は比較的緩やかではあるが徐々に堆積し，2000 年

前以降比較的堆積速度が速くなったことがわかった．また，同様の年代測定を埼玉県東部から東京都低地帯の 5

つのボーリングで実施した．

　今回の発表では，これらの結果にもとづき，この地域の堆積過程について発表する


